
場所性をつくる3層妻部のデザイン

立ち話を誘発する沿道コモン
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低中層高密化・企画型住宅

タウンハウス

タウンハウス諏訪

ガーデンハウス西神糀台

都市型高密度の庭付き低層連続建住宅である。昭和30年代テラ
スハウスとは異なり、専用庭の他にコモン（共用庭）を持つ空間構
成となっている。共用庭の利用や管理を通した近隣コミュニティの
形成にも期待して計画した。2層1戸の接地型に対して、高密度
の準接地型住宅（3層2戸：3階建ての建物を2つに分けて、1～
2階と2～3階の2つのメゾネット住戸で構成、上階住戸は広いルー
フテラス）もある。

都市型低層高密住宅の先駆け、当時の公団最高の高額物件ながら競争率60
倍のヒット作として、話題となったタウンハウスである。南下がりの傾斜地を生か
した2階建てと3階建ての混在や雁行配置、独立性を確保した専用庭などの
工夫により、4つの住宅タイプで変化と調和のある景観を創出している。既存の
雑木林と新たな植栽が交じり合うコモンの中を通る歩行者専用路を歩くと、ヒュー
マンで変化に富んだ景色を楽しめる。

共有地に対する抵抗感を考慮し、専用庭と宅地境界に路地を設け、路地沿い
をコモン的環境としたタウンハウスである。2～3戸が連続する住棟の雁行や、
折れ曲がりや行き止まりの道路構成、舗装デザインなどにより、戸建てとは異な
る魅力的な景観を創出している。

立地特性に応じた新たな住宅モデルとしてタウンハウスと計画的戸建てを企画した。
商品企画と需要対応価格の条件づけから、高密化を追求し、
魅力的な接地性やコモン空間・出会いの広場など近隣コミュニティ形成に配慮した。
また、先行開発したタウンハウスの魅力を中高層住棟に取り込み、
周辺の戸建てと調和する勾配屋根や専用庭など、立地に応じたデザインを追求した。

領域を生み出すアイストップ住棟

緑の中のタウンハウス

広場のシンボルツリー

  多様化・豊かさの時代

八事本町
自然豊かな丘陵文教地区に位置、9mの起伏を活かし、北西眺望を楽しむ準接
地型住宅である。住戸高さを2.5mずらす雁行住棟とし、歩車分離、駐車場
を北側に集中させた道路構成となっている。団地中央・南北に歩行者路を設け、
中央に遊び場を確保、クラスター状にコモンから住戸に連結している。

北大路高野
街路樹のある風致地区内の工場跡地で、東に大文字の妙法、北に比叡山を
望む立地である。団地は沿道型配置、中庭はコモンガーデンとしている。周辺
は高野川沿いの戸建て住宅地であるため、高密度対応の都市型低層住宅を企
画した。路地とDK間にプライバシーを確保し、リビングとバルコニーは一体性を
持たせた。コモンは散策路、レストコーナー、樹木で構成している。




	p30-p31
	ing_dan_fix 17

